
「陸奥」の会 史跡研修を支援
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須

隆 

氏
の
主
催
す
る
「
陸
奥
」
の

３
海
佐
）
は
、
１
２
月
８
日

音
崎
警
備
所
研
修
」
を
支
援
し

こ
の
「
陸
奥
」
の
会
は
大
正

工
し
た
戦
艦
「
陸
奥
」
の
主
砲

と
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、

現
況
を
確
認
す
る
一
環
で
同
警

の
あ
る
各
氏
が
集
ま
っ
た
。

砲
台
跡
、
昭
和
期
の
聴
測
所
跡

す
る
礼
砲
も
配
備
さ
れ
て
い
る
。

と
が
で
き
な
い
史
跡
を
興
味
深

き
た
こ
と
に
感
激
し
て
い
た
。

回
の
研
修
を
通
じ
て
、
歴
史
に

て
も
ら
い
現
在
に
繋
が
る
防
衛

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

横
須
賀
防
衛
協
会
や
郷
土
史
家

中学生の職場体験を支援
名
（
生
徒
２
０
名
、
教
諭
１
名
）
に
対
し
て
、「
総

日
（
金
）
の
２
日
間
、
横
浜
市
立
矢
向
中
学
校
２
１

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
出
張
所
（
所
長　

赤

塚
３
陸
佐
）
は
、
１
２
月
１
０
日
（
木
）
及
び
１
１

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
、
厚
木
航
空

基
地
及
び
横
須
賀
教
育
隊
に
お
け
る
職
場
体
験
の
支

援
を
行
っ
た
。

厚
木
航
空
基
地
で
は
、
航
空
管
制
の
見
学
や
地
上

救
難
班
の
放
水
訓
練
な
ど
を
体
験
し
、
海
上
自
衛
隊

航
空
部
隊
の
日
常
業
務
の
一
端
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

懇
談
で
は
、
自
衛
官
を
志
し
た
理
由
や
、
今
ま
で
で

一
番
つ
ら
か
っ
た
出
来
事
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
二
川
司
令
に
よ
る
冗
談
を
交
え
な
が
ら
の
分

か
り
易
い
話
に
、
皆
興
味
津
々
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
横
須
賀
教
育
隊
で
の
体
験
喫
食
で
は
、
昨
春

鶴
見
区
か
ら
入
隊
し
た
同
郷
の
先
輩
で
あ
る
調
理
員

の
大
森
海
士
長
か
ら
、
自
衛
隊
の
魅
力
や
や
り
が
い

な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
女
子
生
徒

か
ら
は
、「
自
衛
隊
で
料
理
人
に
な
る
の
も
良
い
か
も
」

と
の
声
も
あ
っ
た
。

し
て
い
る
。

隊
の
仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

し
、
積
極
的
に
職
場
体
験
を
支
援
す
る
こ
と
で
自
衛

横
浜
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
学
校
と
密
接
に
連
携

た
。
ま
た
、
第
４
航
空
群
司
令
の
二
川
海
将
補
と
の

昭和１０年頃の戦艦陸奥

厚木基地資料館にて全般説明

女子でもパイロットに

熱心に聞き入る生徒達
体験喫食 大森先輩の挨拶 さあチャレンジ！

会
に
対
す
る
「
海
上
自
衛
隊
観

（
火
）、
元
統
合
幕
僚
長 

齋
藤

賀
地
域
事
務
所
（
所
長　

大
里

た
。

時
代
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
で
竣

を
横
須
賀
に
里
帰
り
さ
せ
る
こ

今
回
市
内
に
残
る
旧
軍
施
設
の

の
方
々
な
ど
、
横
須
賀
に
所
縁

同
警
備
所
内
に
は
明
治
期
の

が
残
り
、
現
在
も
礼
式
で
使
用

参
加
者
は
普
段
は
目
に
す
る
こ

げ
に
見
入
っ
て
お
り
、
研
修
で

横
須
賀
地
域
事
務
所
は
、「
今

埋
も
れ
た
史
跡
に
関
心
を
も
っ

意
識
の
涵
養
に
努
め
、
今
後
も

備
所
を
訪
れ
た
。
参
加
者
に
は

警備所内、砲台跡を
見学する参加者

潜水艦探索で使用された
聴測所の遺構

なれるんだ！

二川海将補との懇談で


